
２０２３ 年度 活動報告 

 

担当地域 ： 双海地域 

活動内容 ： 食をテーマにした地域活性化活動など 

上 田 沙 耶 

１．東日本への出張（４月） 

・境町（さかいまちづくり公社） 

ふるさと納税を中心に大きな売上をあげる地域商社。「最先端を体験できるまち」

というジャッチフレーズで、半年前に訪れた時以上に新たなハードがどんどん出来

上がっていた。（人工サーフィン場など） 

ふるさと納税で売上を作るための考え方や、そのように外資を稼げばできること、

そのお金の使いかた（行政主体の）などとても勉強になった。 

 

 

 

 

 

・黒磯（バターのいとこ） 

宮本吾一さん：酪農の町で、牛乳からバターを作る際に出る副産物（ほぼ価値がつ

かなかった）に価値を出すべく、美味しい新銘菓を開発。サマンサタバサの社長に

目をつけられ、一気に販路を開拓。羽田空港や百貨店などに進出し、テレビなどメ

ディアにも度々取り上げられ人気が止まらない。また、10億円かけ、黒磯の山を開

墾して村を作る。100人以上が常に稼働する大工場を新設し、商業施設も運営。黒磯

の新観光スポットを作り上げる。 



これらをたった１代、しかも若くして成し遂げているスピード感や、市場を作り出

す新商品の企画力などに脱帽。我々がまだ市場を作るほどの商品を、町の未利用品

を活用して作れていないため、その考え方や販路開拓のストーリーなど拡大戦略に

ついてお話を聞いた。 

 

 

 

 

・岩手県紫波町（オガール） 

まちづくりの成功事例として有名な「オガールプロジェクト」を視察。 

 キーマン：岡崎 正信さん （オガール代表取締役社長）https://www.projectdes

ign.jp/202008/area-iwate/008124.phpr 

 小川翔太さん：紫波町内で、焼肉屋などを経営。紫波町旧庁舎を銭湯にリニュー

アルして営業開始。遊休公共施設を民間が魅力をつけて運営していくことなどのメ

ゾット、経験談を教えていただいた。 

http://localhost/
http://localhost/


 南條亜依さん：元インターン先の先輩。紫波町に地域おこし協力隊として移住、

コーヒースタンドや古道具屋など、空き家を活用したコンテンツ開発・エリアブラ

ンディングに着手。DIYも行う。 

 
 

 

・気仙沼ゲストハウス架け橋 

 私がゲストハウスをやりたいと思ったきっかけの宿。NPO法人CloudJapanが営む。

総務省が進める「ふるさとワーキングホリデー」なども活用し、常に若者が気仙沼

に訪れ、長期滞在していて賑わいもあった。いろんな繋がりが生まれ、震災の経験

を伝えたり、関係人口になったり。東京での出張架け橋MTGでは、50人ほどの若者が

集まるなど、その広がりやそれを顕在化して継続的繋がりを作ること、NPOとしての

まちづくりのあり方など、様々なTIPsが大変勉強になった。 



 

空き家を活用した託児所やシェアハウス、Co-Ba（コワーキングスペース） 

 

 

２．お中元（５月〜７月）・お歳暮（１０〜１２月） 

 



昨年に続き、双海町産の産品を集めてお中元やお歳暮メニューを企画、発送した。 

毎年、親戚や知人に、「双海を紹介できるから」「はもが美味しいって喜んでくれ

る」とご愛顧いただいている。 

 

 

３．空き家DIY 

 
 

 空き家を３軒借り受け、活用方法を模索。市外の観光客などが双海町内で滞在で

きる拠点を作るべく、まずは使えない床をはがして張り替えたり、大掃除をしたり

した。 

 １年間大学生がインターンにきて住みこんでくれたりする拠点として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．双海灘町横丁はしご酒 

 （ECPR 令和5年度地域づくり活動アシスト事業助成金 採択事業） 

 
 

 

５．ジュース・ジャム製造 

双海町産の柑橘を農家さんから仕入れ、ジュースやジャムを企画・製造した。 

2023年度は180mlのジュースを３種類（いよかん、マドンナ、甘平） 

720mlジュース（Coucher du soleil／クシュドゥソレイユ）マドンナ、ポンカン  

マドンナジャム、甘平ジャム、キウイジャム 

 



 

＊ジャムは、レフ松山byベッセルホテルズ・みずほ銀行本社社食などで取り扱って

いただいている。 

ジュースは、道の駅や東京のコミュニティスペースなどに置いていただいている。 

 

 

６．ローカルベンチャーラボ 

東京出張 各地域で頑張るプレーヤーと横の繋がりを作りつつ、先をいくメンタ

ーがつき、テーマごとにゼミを持って半年間伴奏してくれるプログラム。 

「食のまちづくりとエリアブランディング」、「資源の入り口から出口までをデザ

イン」の２つのゼミに入って事業相談や視察研修などを行った。 

https://localventures.jp/voice/HpLFikWS 

 

 

７．ワーケーションプログラム対応  

伊予市が受け入れていたワーケーションについて、そのプログラムづくりや当日

の案内などのコーディネートについて考えた。今後独立後は、旅行業の資格も活用

して、このようなプログラムを作って自治体や企業なども取り込んでいきたいと新

たなアイデアとなった。 

http://localhost/


 
 

 

 

 

 

 

 

８－１．四万十ドラマフィールドワーク 

 数十年前から取り組まれている、地域商社の最先進地に視察研修。畦地代表のこ

れまでの経験やこれからの取り組みなどを聞かせていただき、実際に現場を見た上

で、我々の自分の町での活動内容やプランもプレゼン。私は独立後に地域総合商社

として取り組んでいきたい旨を熱く語り、畦地さんからも、「双海は夕日という強

い資源があるし、ポテンシャルがある。いける！」とお墨付きをいただいた。今

後、畦地さんとも連携しながら、双海でも地域商社としての役割を果たしていける

よう力をつけていきたい。 

 

 

 



 

８－２．道の駅とおわ実地研修 

道の駅ふたみの魅力向上、運営受託への可能性として知見を広げるため、実際に

道の駅の店頭に立たせていただき、数日間、運営について学んだ。顧客の動き、商

品陳列のコツ、運営の際のいろんなノウハウを教えていただき、大変今後につなが

る時間となった。 

南予中心に道の駅の駅長さんにもご紹介いただき、ご挨拶させていただいた。

 

 

９．東京出張 尾山台納涼祭での出店 

 
 

 

１０．地域限定旅行業取扱責任者 資格取得（９月） 

 


